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校内研修支援と教育相談の充実に尽力

□はじめに
　世の中がどのように移り変わっても、教育の大切さは不変で、その果たす重要な役割にますます大

きな期待が寄せられます。 

　昨年の９月に、県教育委員会が、「高知県教育振興基本計画」を作成しました。その中で、本県の

教育においては学力、体力、生活面で大きな課題を抱えていることをあげ、その改善に向けて地域ぐ

るみで連携し、県民の皆さんの力を結集しながら、確かな将来を築いていくためのうねりを起こして

いく必要を述べています。

　本町でも今後を見通し、教育の活性化のための具体的な計画のもとに、実効ある施策を打ち出して

いくことが求められています。いま、近所の子どもたちの数も減り、学校の現在の様子がわかる情報

が少ないことから、まずは町内の小中学校の現状はどうか、そこからどんな課題が浮かび上がってい

るのか、そして教育委員会としてどう取り組んでいくのかなどをお知らせする目的で、今月号から４

回シリーズで載せていくことにしました。

　町の将来に関わることですので、その都度ご意見などお寄せいただければ幸いです。

□町内小中学校の現状 
　４月１日現在で、町内の小中学校の児童生徒数は、学校別に〈表１〉のようになっています。町内

には小学校が５校、中学校が３校ありますが、児童数の減少により、名野川小学校では既に完全複式

であり、一部複式学級となっている別府小学校に加え、大崎小学校も今年度から一部複式学級となり

ました。そして、町内の小中学校に勤務する教職員は用務員を含めて99人です。

□児童生徒数の推移
　古い記録を見ると、戦後のベビーブームを背景に、例えば昭和35年当時の池川町内では、小学校が

池川小学校など10校で930人、中学校が池川中学校など３校で462人、小中合計1,392人の児童生徒

が在籍していました。当時の仁淀村、吾川村でも同じように多くの子どもがおり、３町村を合わせる

と4,482人でした。いまでは伝説のような話です。

　やがて、昭和55年あたりを境に少子化が社会現象となり、ピーク時には３地区で32あった学校も

だんだんと姿を消し、平成16年度から今の８校となり、児童生徒数は４月１日現在総数で375人とな

りました。時代の流れとはいえ、往時を思い起こし、まさに隔世の感がいたします。今後、更に減少

の一途をたどることが予想されます。

　左項の〈表２〉は、昭和58年度から現在までの児童生徒数の推移と平成25年度の推計を、グラフ

に表したものです。

　参考までに、小学校の複式学級は、隣接す

る２つの学年の児童数を合わせて16人（１

年生を含む場合は８人）以下になると編成さ

れます。

　本町では、今後も児童生徒の減少が見込ま

れ、それに伴って、複式学級が増えるのは避

けられない状況です。

我が町の教育を考える〈その一〉
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教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

　仁淀川町教育研究所は、開所５年目を迎えまし

た。中央公民館の２階にあり、所長１人、研究員

２人、教育相談員１人の合計４人で活動していま

す。なお、英語指導助手２人と子どもの読書活動

支援員２人も同じ部屋で仕事をしています。

　昨年度は、町内の各校の研

修・研究の支援や保育所も含

めた様々な行事へ参加させて

いただきました。

　本年度は、昨年度の活動を

引き継ぎながら、次の２点を

中心に活動していく予定で

す。

　１つ目は、子どもの学びの質や教師の授業力を

高めるための校内研修の支援、２つ目は不登校や

家庭内の問題など、子どもに関わる相談窓口とし

ての教育相談の充実です。

　また、研究員や地域の方による出前授業や、夏

休みには全教職員を対象とした夏季教育講演会な

ども開催する予定です。

　教育研究所便りコーナーは、教育研究所に関す

る活動だけでなく、学校や地域が一緒になって行

った活動なども、多くの町民

の皆さんに知っていただける

よう、紹介していきたいと思

っています。教育研究所に地

域の方のお声をお聞かせくだ

さい。

　本年度もよろしくお願いし

ます。

仁淀川町教育研究所

　中央公民館２階

　☎３５－００１８

□学校基本調査から
　高知県全体で見ても、このところの児童生徒数の減少は大きく、特に、こういう中山間地域では加

速が目立ちます。ちなみに、本県全体の小中学校児童生徒数の推移を学校基本調査で見ると、平成11

年度73,945人であったものが、平成１６年度には65,950人、平成21年度では61,239人と減少してい

ます。

　子どもたちの明るい歓声が、終日学校の外にもこだまするような情景が次第に見られなくなったの

は、この仁淀川町だけではありませんが、それにしても寂しい思いを禁じ得ません。
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有光　純一

田邊さゆり

高橋　満美

掛水　和美

川村　　妙

久万　　桜

横山しのぶ

片岡　千鶴

梶原　和子

福留　勇一

横山　洋子

竹崎真由美

中村　達彦

矢田　智子

下元美香子

中嶋　由紀

筒井　　桜

西森　昭彦

下元　敬子

梅下　利彦

平井　友子

山名　雅仁

矢田　智子

下元　敬子

久保　麻美

時久由美子

濱田　隆広

田邊さゆり

佐野　久美

田部　仁志

徳広　道子

近森　美智

柳瀬　幸大

横山しのぶ

大原　千幸

安部　博一

上﨑　　史

田中　　優

日高　安弘

町立小・中学校の教職員が下記のとおり異動しました

人権擁護委員制度をご存じですか
　「人権」とは「人が幸せに生活できるために必要

な権利」です。

　人権擁護委員は、地域住民の皆さんが人権につ

いて関心を持ってもらえるような啓発活動を行っ

たり、家庭、職場、地域社会での差別・セクハラ・

ＤＶ・いじめなどの人権相談を受けています。１

人で悩まずお気軽に法務局または人権擁護委員に

ご相談ください。無料・秘密厳守で相談に応じます。

　仁淀川町の人権擁護委員は、次の方々です。

６/１　四国一斉 12時間電話相談
　高知地方法務局と高知県人権擁護委員連合会

では、下記のとおり 12 時間電話相談を実施しま

す。

 

日　時　６月１日（火）９時～ 21時

電　話　０１２０－４５９－７３７

内　容　差別待遇、暴行、虐待、いじめ、ＤＶ（家

庭内暴力）など、家庭および近隣関係

などにおける人権問題に関するあらゆ

る相談

その他　相談は無料、

　　　　秘密は厳守します

６月１日は「人権擁護委員の日」

し   こ    く        なや  み  なし

（織合）

住所地（行政区）

（東村下）




